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第１７回加西市公共交通活性化協議会 

 

日時 ： 平成２６年５月２３日(金)  

１４時００分～１６時７分  

場所 ： 加西市役所１階多目的ホール 

 

【開 会】 

○事務局 失礼いたします。定刻となりましたので、ただいまから第１７回の加西市公共交通活性化

協議会を開催させていただきたいと思います。委員の皆様におかれましては、公私ともご多忙の中

お集まりいただきまして、まことにありがとうございます。私、本日この司会を務めさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、初めに本協議会の会長よりご挨拶申し上げます。どうぞよろしくお願いします。 

○会長 本日お集まりの皆様、ご多忙の中、当協議会にご出席くださいまして、まことにありがとう

ございます。厚くお礼を申し上げます。平成２５年度におきましては、今年度からの５カ年計画の

加西市公共交通総合連携計画を策定することができました。この協議会でしっかり議論いただいて、

指導協力を得ながらでき上がったものでございます。今後の公共交通の道しるべとなる計画と思っ

ておりますので、それに沿ってしっかりとしたかじ取りを行ってまいりたいと思っております。 

 本日の協議会におきましては、協議案件６件を予定しております。それぞれ皆様のご意見をいた

だきながら、加西市の公共交通にとって有意義な会議になればと思っておりますので、よろしくご

議論願いたいと思っております。 

  さて、加西市におきましては、市民が住みやすいと感じることができるまち、あるいは市民が活

発に生きがいを持って過ごすことができるようなまちにしようと、日々努力を重ねているところで

ございますが、その中でも重要な分野であるのが公共交通だと思っております。気軽に自動車を運

転できない高齢者などの方、市民のニーズに応えることは重要な課題でございます。市民の日常生

活における移動が円滑にできる環境を確立するため、市民、交通事業者、行政の三者が協力しなが

ら、公共交通を充実させることが必要であると思います。また、一方では地域社会の中で共存、共

助の仕組みをつくっていくことにも力を合せなければならないということも思っております。いず

れにしても、安全で安心な公共交通、住民ニーズに即した公共交通として充実させるため、活発で

積極的なご議論を賜りますようにお願い申し上げまして、挨拶にかえさえていただきます。どうぞ

よろしくお願いします。 

○事務局 ありがとうございました。それでは、次に本日の資料の確認をさせていただきたいと思い

ます。お手元に配付しております資料は、上からこの１７回協議会の次第、次に座席表、次のペー

ジにこの協議会の名簿、その次以下が本日の協議用の資料ということで、資料１の１から最後の参

考資料までで４８ページとふっております部分まで、お配りしております。もし欠落等がございま

したら、事務局のほうまでお申しつけください。 

  次に、今回のこの協議会の委員の一部におきまして、変更となっている方がいらっしゃいますの

で、その紹介をいたします。きょうの資料の３枚目になります名簿をごらんください。上から６番

目、兵庫県加西警察署長様が人事異動になっておられます。次に、オブザーバーの欄でございます

が、近畿運輸局の計画課長様が新たに就任されております。次に、旅客第一課長様が新たに就任さ

れ、これも変更させていただいております。また、兵庫県の交通政策課の人事異動によりまして就

任された副課長が本日お見えになっております。 
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 以上が協議会委員の変更の部分でございます。ということで、１枚目の次第に基づきまして、本

日の協議会を進めさせてまいりたいと思いますが、進行につきましては議長のほうからお願いした

いと思います。それでは、進行をよろしくお願いいたします。 

○議長 では皆さん、お忙しいところお集まりくださいまして、ありがとうございます。この協議会

も１７回ですか、回を重ねているということですね。持続可能な公共交通を支えるには、こうした

皆さんの集まりが続けていけているということ自身が、すごく大事なことではないかなというふう

に思っています。皆さんが加西市の公共交通を、あるいは地域の交通を支えておられる担い手では

ないかなと思いますので、これからも引き続きよろしくお願いしたいと思います。そういう意味で、

この場でさまざまな皆さんからのご意見をいただくというのは、よりよい公共交通のあり方を見い

だしていくために大変重要な場であると思います。ぜひ皆さんからの厚いサポートをいただければ

ありがたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 そしたら、座らせていただきまして、議事のほうを進めさせていただきます。先ほど会長からも

ありましたように、協議事項が６つございます。順番に皆さんのご審議をいただきたいと考えてご

ざいます。どうぞよろしくお願いします。 

 

【活性化協議会の規約の改正について】 

○議長 そしたら、まず最初に１番目ということで、活性化協議会規約の改正につきまして、ご紹介

いただければと思います。事務局どうぞよろしくお願いします。 

○事務局 よろしくお願いいたします。協議事項のご説明をさせていただくに当たりまして、着席さ

せていただきます。失礼いたします。すみません、それではまず協議事項１番加西市公共交通活性

化協議会規約の改正については、資料１ページの資料１の１から１０ページまでになっております。

資料の１の１としております中のうちの、６ページ以降が新旧対照表となっておりまして、こちら

のほうが見ていただきやすいかと思いますので、こちらに即しましてご説明をさせていただきます。 

 主な変更点といたしましては、第４条の部分でオブザーバーという言葉を削除いたしましたのと、

最後１０ページのオブザーバーの欄ですね、別表の中からオブザーバーを外させていただいており

ます。こちらなぜこのような変更をさせていただきましたかと言いますと、この規約の中でオブザ

ーバーとはこういう方ですよということで指定をしておりまして、その方にご出席いただくという

形をとっておりましたが、そうではなくて協議会が各委員様に協議いただいて、必要であるという

ことで認められた方につきましては、会長がその協議会に委員以外のものを出席させて意見を聞く、

もしくは説明資料を求めるということを、もともと第７条の５項で定めておりましたので、こちら

のほうでそれぞれ必要であると考えられる方については、ご出席をお願いするという形をとらせて

いただいて、あえてそのオブザーバーという形でどなたに来てもらうという、規定するというのを

やめるということでさせていただいております。 

 ただし、そのオブザーバーでこれまで来ていただいておりました、近畿運輸局の観光部の交通企

画課長様初め４名の方からは、こちらの事務、あるいは協議会の協議に関しまして、非常に有用な

ご意見等をいただいておりましたので、オブザーバーから外れる、オブザーバーを外すからという

ことで、もうご出席していただかなくても結構ですよという意味ではなくて、引き続き協議会が認

めるものということで資料等は送らせていただいて、ご都合のつく限りご参加をいただけるように、

引き続きお願いしたいと思っております。また、特に兵庫県の交通政策課副課長様につきましては、

非常に密接なかかわりがありますので、できたら委員様という形で入っていただけたらどうかとい

うようなご意見もいただいておりましたので、このたびにつきましてはまずはオブザーバーを外す
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という処理をさせていただいて、委員様に入っていただけるかどうかということでまた別途協議を

させていただいて、ぜひとも委員様として入っていただくようお願いをする、これまで来ていただ

いておりました近畿運輸局の課長様方に関しましては、引き続きご意見等を求める必要があるとい

うことで、文書を送らせていただくあるいはその協議の結果を送らせていただくという対応をとら

せていただきたいと思っております。 

 こちらの、改正の規約につきましては以上のような意図でさせていただいております。よろしく

ご審議をお願いいたします。 

○議長 ご説明ありがとうございます。ただいまのご説明ありましたように、規約を改正していくと

いうことでございます。これにつきまして、ご意見ご質問ございますか。 

○Ａ委員 そういった７条５項があるという上で、４条にオブザーバー、そもそも規約に上げて、運

輸局とか交通政策課、県のほうからも来ていただくようにしていた仕組みというのが、削ることに

よって弱くなるんじゃないかなという気はするんですが、同じような運用をしていきたいというこ

とでしたけれども、いろんなお知恵を拝借する上で非常に大事なことではないかなと思うんですけ

ど、その辺の心配はないでしょうか。 

○議長 事務局どうでしょうか。お願いします。 

○事務局 オブザーバーという名称のとおり、現状でありましたら特に意見を求めることすらできな

い状況という色合いがあろうかと思います。ですから、そういう意味ではこの７条５項の必要に応

じて出席を求めるというほうが、よりこの協議会にとりまして有益義なご意見等ちょうだいする改

正に通ずるものと考えております。 

○Ａ委員 わかりました。ぜひ先ほど委員に入っていただく案も含めて、そういう意味ではしっかり

と意見をいただくという方向としていけるということであれば、結構だというふうに思います。 

○議長 ありがとうございます。ほかにご意見ご質問ございませんか。お願いします。 

○専門委員 今、事務局からも発言ありましたように、オブザーバーという名称は何となくオブザー

ブする人ですから、発言をすることは余り想定されてないのかなという名称に聞こえます。これま

では、にもかかわらず、積極的に発言いただいて大変有益だったと思いますので、この名称が変わ

ることによって、より積極的に枠を外れてご発言いただければ非常にありがたいなというふうに思

います。 

○議長 ありがとうございます。 

○専門委員 ですから、もし外れるというのが何か不安があるようでしたら、この議事録に継続的に

ご出席いただいてより積極的にご発言をいただくということで、みんなが共通に認識をしてるとい

うようなことでも書いといていただいたらいかがでしょうか。 

○議長 いいですね。ぜひそういう形で議事録に残していただくというご提案、ありがとうございま

す。特に兵庫県さんには委員さんに入っていただくというようなことが、今事務局からの提案があ

りました。活性化再生法の改正についても、県が主体的に協議会にも参加するというようなことに

なってます。今までは、市町村が中心やということだったんですけども、県の方もそういう意味で

は中心になって、ぜひ責任と権限を持ってまたこの会議にご参加いただければありがたいというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。ご検討いただいてよろしくお願いします。 

○Ｂオブザーバー そこをちょっと検討させていただくということで、よろしいですかね。議長から

そういうふうに言っていただくのは非常にありがたいと思いますけど、まだちょっと事務的にこの

お話を正式にお受けしておりませんし、もし委員になるとなれば恐らく私どもの所属長になるのか

なと思っておりますので、そのあたりはこの活性化協議会を運営していく中で、事務局が県にどう
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いう役割を担うかとか、そのあたりを提示していただいて一回お話をお聞きして、その上で課長に

判断を仰いでもらうということになりますので、大変失礼ですけど今の場で入るとも入らないとも、

ちょっと申し上げることはできないということはご承知おきください。 

○議長 協議会でこういう議論があったのでということですね。また県の中でご検討いただいて、適

切に判断いただければ。 

○Ｂオブザーバー またそのあたりちょっと一度事務局からご説明をいただくということにしてくだ

さい、お願いします。 

○議長 お願いします。よろしいでしょうか。では、この件につきましては、特にご意見がないとい

うことでございますので、これにつきましては協議事項１については、皆さんからの合意を得たと

いうことにさせていただきたいというふうに思います。 

 

【２５年度の事業報告並びに収支決算について】 

○議長 ２番目の議題でございますが、平成２５年度の事業報告と収支決算につきましても事務局の

ほうからご紹介いただけたらと。よろしくお願いします。 

○事務局 失礼いたします。こちらの協議事項２番目の平成２５年度事業報告及び収支決算につきま

しては、資料の１１ページ、資料横向きですけれども資料の２の1と入れております分から、１２、

１３、１４、１５ページまでとなっております。まず、それに先立ちまして、１１ページなんです

けれども、こちら非常に申しわけなく事務の誤りがありましたので、そちらの修正をまずはさせて

いただきたいと思います。もう既に終わってしまっておるということになってしまうんですけれど

も、平成２５年度の事業計画及び収支予算、こちらの修正案が１１ページ資料２の１となっており

ます。こちら当初の予算が見ていただいたとおり、負担金９万１，０００円、市の補助金２７７万

５，０００円、諸収入７３１円としておりましたが、こちらの収入合計の欄には一番上の９万１，

０００円が入っておりませんでして、９万１，０００円少ない額を歳入合計としておりました。結

果として歳出も９万１，０００円少ない分で予定を立てておりました。まず収入といたしましては、

９万１，０００円を当然入れさせていただいて、再計算した額とさせていただきたく思います。歳

出に関しましては、それぞれ事務費、報奨費、委託費、事業費ということで、こういうことに使い

ますということで上げさせていただいておりましたので、そちら以外の予備費を９万１，０００円

ふやして、歳入歳出同額という形に調整させていただきたいという、修正案を出させていただいて

おります。こちらのほうをまずはご協議いただいて、こちらについて修正していただけるというこ

とでありましたら、改めて次の１２ページ以降、収支決算に入りたいと思います。 

○議長 いかがでしょうか。よろしいですか。じゃ引き続きご説明をお願いいたします。 

○事務局 すみません、非常に申しわけないです。こちらに修正させていただいた上で１２ページ以

降、２５年度の事業報告をまずさせていただきます。こちら事業の２５年度の事業としまして主な

ものは、まず金額の大きなものということで、加西市公共交通の総合連携計画の改定事業を２３７

万３，０００円、バス、乗り合いタクシー等の活性化再生に係る事業ということで、事業内容のと

ころに書いておりますとおり、コミバスの乗り継ぎ券の印刷ですとか、スタンプラリーの実施、あ

るいはバス停の標柱頭の作成等をしまして８２万１，５２４円、合せて３１９万４，５２４円使っ

ております。こちらの事業の分を含めた全ての収支決算ということで、次の１３ページ、こちらの

ほうにまずは歳入といたしまして９万１，０００円の負担金、市の補助金２７７万５，０００円、

諸収入としまして受取利息だけ少し予算より減りまして３５４円となっておりまして、前期の繰越

額と合せまして収入合計は４１８万４，６２３円となっております。 
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 歳出に関しましては、運営費ということで会議費等９万９，８９４円と報奨費１０万円、そして

事業費が先ほどの３１９万４，５２４円と、予備費は使用しておりませんのでゼロ円ということで、

歳出の合計が３３９万４，４１８円となっております。次期繰越額として７９万２０５円を繰り越

しまして、支出と収入が同額の４１８万４，６２３円となるということを、こちらの表であらわし

ております。 

 先ほどご紹介いたしました事業の中身ですけれども、なかなか言葉だけで伝わりづらいところも

あるかと思いますので、少し後ろのページ、１５ページに平成２５年度実施の主な事業ということ

で挙げさせていただいております。加西市公共交通総合連携計画策定に係る協議ということで、一

番上に紹介しておりますのは連携計画策定に当たりまして、策定の業務を委託いたしましたので、

そちらに費用はかかっております。 

 ねっぴ～はっぴ～スタンプラリーの実績報告につきましては、昨年の夏休みの期間に行ったスタ

ンプラリーの概要等をあらわしております。そして、その下はっぴーバスの標柱頭の設置は、はっ

ぴーバスの各バス停には標柱頭がございませんでしたので、これは柱の頭の上の丸い分ですね、ち

ょっと白黒で見づらいかもしれませんけれども、小さな写真をつけております。はっぴーバス乗り

場と書いております丸い部分を作成して、それぞれのバス停へ設置いたしました。コミバスの乗り

継ぎ運賃導入に係る乗り継ぎ券というのが、その下に紹介しております小さな分になりますけれど

も、ねっぴ～の絵のついております往復となっております券を作成して、乗り継ぎ運賃を導入いた

しました。協議会の費用といたしましては印刷の費用がかかりましたので、その分を紹介させてい

ただいております。事業につきましてはそのようなことで、予算のかかりました事業については以

上のようになっております。 

 １ページに戻っていただきまして、１４ページの資料２の３につきましては、公共交通に対する

運行等に対する補助金及び運行委託費ということで、こちらは協議会ではなく加西市の一般会計の

ほうから、公共交通に対して支出した分をご紹介させていただいております。バスの運営委託業務

ということで、はっぴーバスの運行に関してかかった額が１，３００万円余り、コミバスとして紹

介しておりますのがねっぴー号の運行にかかった費用が２，０００万円余り、バス対策費補助金と

しておりますのは、路線バスに対して神姫バス様に補助しました額が１，７００万円余り、北条鉄

道の運営費補助金というのが、北条鉄道の経常損出額に対して支出しました額が１，７００万円余

り、北条鉄道の設備整備費補助金としております６００万円は、設備整備への補助として出したも

のをあげております。国・県による補助ということで上げておりますのは、国や県から補助が出て

おる額を上げさせていただいております。 

 なかなかこちらのほうを見ていただいてもイメージがしづらいということが考えられますので、

参考までに、表の中には特に明記していないんですけれども、よりわかりやすくということで少し

口頭でご紹介させていただきます。それぞれ金額だけ見ますと、バスが１，３００万円だったり２，

０００万円、北条鉄道さんは１，７００万円と６００万円とかということになるんですけれども、

それぞれ鉄道、バスということで１便当たりの乗客、それから当然年間の利用者数に差がございま

す。そこで利用者数をこの補助額で割ったものを少し紹介させていただきますと、はっぴーバスに

つきましては乗客１人当たり２，０００円程度、ねっぴ～号については１，６００円程度、北条鉄

道さんにつきましては、乗客１人当たりに直しますと７０円程度ということになります。路線バス

に関しましては、急なことでもございましたので、神姫バス様からそのような情報をいただくお時

間がございませんでした。こういうあらわし方でご紹介するのも一つかと思いますので、今後、神

姫バス様にはご協力をいただいて、紹介を続けていきたいなというふうに思っております。 
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  そして、一方で総支出額を合せたものから国の補助を引いたもの、市が本当に持ち出した額とい

うのに対しての人口１人当たり、加西市の市民１人当たり幾ら負担になってかというのが連携計画

の中等で、一つの基準として以前は扱っておりました。できることなら１，０００円以内に抑えた

いねというのが、前回までの連携計画の中だったんですけれども、それをこのたびの２５年度で計

算しますと、およそ１，１５０円ということで２４年度とほぼ同じ額になっております。当初１，

０００円まででということで前回の計画では言っておったんですけれども、人口も減ってきており

ますのでどうしてもその額が少し大きくなりつつあります。こちらの資料２の３のご紹介としては

以上とさせていただきます。 

○議長 ありがとうございます。昨年度、２５年度の決算ということでございますので、監査委員の

方から監査の報告をお願いしたいというふうに思います。これは１６ページにあると思います。監

査委員さんですが、きょうは代理のＣ委員さんのほうからご報告をいただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○Ｃ委員 それじゃ失礼いたします。代理で発表させていただきます。規約第１３条の規定に基づき、

見出しの監査を行ったので、次のとおり報告します。 

  日時、平成２６年５月８日９時から。場所、加西市役所６階会議室。監査の結果について、加西

市公共交通活性化協議会における平成２５年度の事業内容及び収支決算を記帳簿及び証拠書類に基

づき監査したところ、適正と認められましたのでここに報告をさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長 はい、どうもありがとうございました。ただいま収支決算の報告、それから監査の報告をい

ただきました。これにつきまして、ご意見、ご質問いただければと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○Ａ委員 すみません、そしたら念のためになんですけど、前期に比べて歳入歳出とも１，０００万

円ぐらい減ですが、これはどういうことだったかちょっとお尋ねしておきたいんですけど。 

○議長 事務局、お願いできますでしょうか。 

○事務局 前期に比べまして予算決算が大きく減っておりますのは、２５年度よりはっぴーバスが本

格運行になりまして、市が契約を結ぶということになりましたので、その分以前協議会が契約をし

ておったはっぴーバスの分が、まるまる減額となっております。それが一番大きな原因になってお

ります。 

○Ａ委員 わかりました。 

○議長 よろしいですか。ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。ちょっと私のほうから感想な

んですけども、１４ページの資料２の３ですか、いろいろな形ではっぴーバスであるとかねっぴ～

号ですとか、それから北条鉄道さんに補助をさせていただいているということですが、金額だけ見

ると余りよくわからんということもあって、きょう人数割とか出していただいたんですが、これこ

ういう数字というのは例えば金額が高いから、という話では余りなくて実際にこれぐらいかかって

るので、それにかかってる分だけ人々のサポートがきちんとできているんだというようなことで、

見ておくほうがいいのかなとは思います。 

 できれば、バス対策費の補助金のほうについても、なかなか路線バスというのは利用者数を確認

するのは、難しいというふうに聞いてるんですけども、適正な支出がされてるのかという一つの指

標ではあると思うので、これからもまたこういう数字の出し方にご協力もいただければありがたい

というふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。というふうな感想を持ちました。 

 ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。よろしいですか。では、この内容につきまして、収
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支決算につきまして以上の内容でご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

〔各委員から異論なし〕 

○議長 ありがとうございます。では、２５年度の事業報告並びに収支決算につきましては、これで

皆さんのご承認をいただいたというふうにさせていただきたいと思います。 

 

【２６年度の事業計画と予算について】 

○議長 続きまして３番目の議題ですが、２６年度の事業計画と予算につきましてということで、こ

ちらにつきまして事務局のほうからご紹介をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局 続きまして、協議事項３番の平成２６年度事業計画及び収支予算について、ご説明をさせ

ていただきます。こちらのほう資料１７ページ、１８ページ、１９ページを中心にご説明をさせて

いただきます。 

 まず、資料の１７ページ３の１になりますが、こちらに平成２６年度の事業計画案及び収支の予

算案、まずは事業計画を上げさせていただいております。こちらのほう詳細まで詰まっておるわけ

ではないんですけれども、大まかにご説明をさせていただきますと、まず一番上公共交通網の再編

ということで、公共交通網再編検討調査事業というものを上げております。事業費５２０万円とし

て、事業の内容はコミバスの利用状況の把握、加西市における人の動きの把握、老人会アンケート

の調査、整理、集計、高校通学状況の把握、コミバス再編案の検討等を実施するということで、予

算を置いております。こちら後ろのほうに資料をつけております。２０ページ以降になるんですけ

れども、国の補助金をいただいて事業を実施することとなっております。こちらの事業を実施しま

して、加西市内の公共交通網の再編につなげていくということで、このたび２６年度中の事業とし

て１つ目に上げております。 

  ２つ目は交通結節点の整備ということで、こちらパーク＆ライド駐車場のＰＲですとか、バス鉄

道乗り継ぎ情報の提供及びバス停の整備などをする予定としております。中身こういうことをしま

すよということがはっきり決まっておるわけではございませんので、このような事業で何かこうい

うことをやったほうがいいんじゃないのかというようなことを、それぞれ交通事業者様等と打ち合

わせをする中で、最終実施していきたいと考えております。 

  ３番目が公共交通利用促進施策ということで、こちらのほうも利用促進活動やあるいは時刻表、

総合時刻表的なものを作成するとか、あるいは加西市から大阪、京都、神戸等の都市圏へのアクセ

スはこんなに便利なんだよというのをご紹介するものを作成するのも一つかなと思っておるんです

けれども、そのような時刻表等を作成する事業をということで考えております。こちらにつきまし

ても、それぞれ交通事業者様等と打ち合わせの中で、より効果的なものができたらよいということ

で考えております。こちらのほうに事業費といたしましては１００万円を置かせていただいて、合

せて６８０万円の事業の計画ということで予定をいたしております。 

 これらを含めました、収入歳出の状況をあらわしたものが１８ページになっております。収入に

関しましては９万１，０００円の負担金、前年と同じで中富口のバス停の土地の賃借料について、

本格運行になりましたので加西市から負担分ということでいただきまして、引き続き契約自体は協

議会のほうと土地の持ち主の方としておりますので、一旦立替払いをしてその分を負担金という形

で、加西市からいただくということを予定しております。 

 補助金につきましては、先ほどご紹介しました調査事業の国庫補助金が４００万円つけていただ

いておりますので、それを計上しております。市の補助金といたしまして、２６５万円は加西市公

共交通活性化協議会の運営費等、あるいは事業の補助ということでいただく予定となっております。
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諸収入には受取利息を６００円程度と見込んで計上しております。合せて６７４万１，６００円、

これに前期の繰越額を合せまして７５３万１，８０５円の収入を見込んでおります。一方、歳出に

つきましては事務費３０万円、報奨費１６万円、事業費６８０万円、予備費に２７万１，８０５円

と置かせていただいて、合せて歳入と同額の７５３万１，８０５円ということで予定をしておりま

す。 

その他必ずしも予算を伴わないですけれども、協議会の中で協議していただきたい事項等を１９

ページに上げております。こちらのほう簡単にご説明をさせていただきますが、公共交通網の再編

検討、先ほどの調査事業等のデータをもちまして、進捗状況に応じてそちらをご紹介させていただ

きますので、再編に対する助言等をしていただきたいと思っております。 

  その他、生活交通ネットワーク計画ということで、はっぴーバスの補助、地域内フィーダー系統

確保維持計画を出すことによって受けることができますので、この協議会の中で協議事項として上

げさせていただいておりますので、そちらを紹介しております。はっぴーバスに関する助言、ねっ

ぴ～号に関する助言等も協議会の中で随時お願いしたいと思っております。 

また、地域協働推進事業計画について、こちらのほう、地域ぐるみによる利用促進や、公共交通

サービスの情報提供等の取り組みの実施計画を策定したいと思っておりますので、また事務局案が

できましたらそちらのほうについてもぜひ目を通していただいて、ご意見等をお願いできたらと考

えております。 

 その他、協議会が行いました事業に対してもご確認いただき、あるいはご助言いただいて、より

より計画を次へとつなげていくようにしたいと思っておりますので、その際にはまたよろしくお願

いいたします。以上が予算を伴わない協議案件等のご説明になります。 

  そして、２０ページ以降につきましては、参考ということで見ていただければと思うんですけれ

ども、先ほどご紹介しました調査事業の国の補助を申請するに当たって、こういうことを考えてお

りますということで、申請しました内容をそのまま出しております。こちらのほうが２６ページま

でとなっておりますので、またお目通しいただければと思います。説明としては以上とさせていた

だきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長 ありがとうございます。ＮＰＯのほうからも何か一言説明をしたいという話を聞いたんです

けども。 

○Ｄ委員 説明というほど大したものやないんですけど、今年度の計画やけど、今までずっと毎月バ

スの乗客人数を見とったら、月に４５０人余りになってきております。でも、それだけでは神姫さ

んのほうも赤字にかわりないと思うんで、ちょっとでも促進できるようにということで、今年はキ

ャンペーンやったらどないやということで、中で話がでております。まず、はっぴーバスのお誘い

キャンペーンということで、どういうことやいうたら、今実際バスのご利用されとる方と、されて

ない方の２つに分けられると思うんやね。大きくわけて２つやと思います。その中で、まだ全然バ

スを利用してないという人で、その中でも現状のバスはもう不要やという方もおられます。それは、

主人に乗せてもらうとか嫁さんに乗せてもらうとか、孫に乗せてもらうということで、そっちのほ

うがバスに乗るより便利やという。もう１つのほうは、乗りたいがちょっと足が出えへん、不安や

ということやね。 

 何でやということは、乗るときは乗れるんですけど、帰りの便が今、市とか神姫さんにもいろい

ろお世話になって、中富から北条までは乗継運賃で走らせてもらっております。そのやっぱり乗り

継ぎが、年がいったらどうしても行くときは乗っていくけども、帰り、帰ってくるのはどないなん

やろうという、そういう懸念があると思うんやね。僕らかて、マイダイヤ作戦というてずっと１軒
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１軒回ってやったんですけど、おばあちゃんどこ行くんや、どこ行くんやと書いてくれてるんやけ

ど、乗ったったっていうて聞いたら、いやまだよう乗らんのやというてそんな感じやから、そんな

人がまだ２割３割おってですよ。 

 それやったら、これをちょっとターゲットにしてやな、今までよう利用しよっての人と初めての

人をサポートするいう意味で、一緒にしてあげたらどないかなということで、そういう人にはこち

らのほうからお礼に行ったり、初めて乗って初心者の人の感想なんかを聞いたり、そういうことを

しようと思っております。お誘いカードというて名刺みたいなのをつくってみて、バスの中に置い

といてもうて、それでそういう人にちょっと、別に住所や名前をきちんと書かんでいいんやけど、

どこの誰やというのがわかったらいいと思うんですわ。それを運転手さんに渡してもうたら、あと

あとＮＰＯのほうへフィードバックしてもらって、そこで今まで乗りよった方で連れていってもう

た方と両方、誘っていってもうた人には礼を言わなあかんのですけど、初心者の方にも感想を聞く

ということで、両方そういう意見を聞いてみて、それもＮＰＯのほうでデータベース化して整理し

て、それで住民会議をしようかという話に今やっております。 

 それで、これは今年度は７月から半年間ということで、１２月までということに一応決めておる

んです。それで、１カ月おくれたらまたおくれるんですけど、それを各地域の方に徹底するために、

この７月の初めに住民会議をもったらどないやという話になっております。そのときに、バスの存

続に向けた活動をアピールすると、それで今からこういうことでお誘いキャンペーンというのをＮ

ＰＯでやろうと思ってますということを今までずっと利用されとる方に報告をしておいて、それで

半年だったら１２月まで統計をとって、来年の２月の初めぐらいにそういう方を表彰してあげると

か、市の広報に掲げてもらうとか、何かそういうことをやったらどうですかという話をしておりま

す。今年度はこれがメインやなという話をしております。これは、まだ市役所さんと親栄自動車さ

んとも話はまだしてないんですけど、ＮＰＯのほうでこういうことをやらへんかったら一つも伸び

へんという話になって、そういうことを考えております。 

  それとそのほかになんですけど、今までもやってたんですけどお年寄りやから、なかなかどこへ

も行かれへんということで、４月やったら花見に行くとか、秋やったら紅葉に行くとか、５月ごろ

やったらバラ園に行くとか、近くをね、それをはっぴーバスを利用してとりあえず中富まで来てく

れということで、そこから僕らの自動車であっちやこっちに連れていってあげよったんですけどね。

そういうやつは継続して、今からもやったらどうやという話になっております。それも一応そうい

うことで、ことしは２本立てぐらいでいこうかという予定にしております。 

○議長 どうもありがとうございます。ＮＰＯらしい活動になってきたんじゃないかなという感想を

持ちました。ただいまご紹介いただきました、協議会としての今年度の活動と予算、それから今Ｄ

委員さんがおっしゃりましたはっぴーバスの利用促進、この議題につきましてご意見ご質問をいた

だければというふうに思います。 

○Ｅ委員 これまでの公共交通の基本議案では、必ず乗り合いタクシーであるとかタクシーを利用し

て云々という部分が必ず文言で出てくるわけなんですけども、新年度事業の中でもそういったこと

は見受けられないんですが、確かに加西市さんでも福祉という内容でもって、乗り合いチケット云々

があるようなんですけど、実際公共交通としてのタクシー乗り合いにしても、先ほどのお話を聞い

てましても、どうしても路線には乗りにくい方も非常に多いようですし、またはっぴーやねっぴ～

の通過地域だけじゃなくて、それ以外まだまだ外れた地域も多いんですけども、市外ですね。そう

いった方の全体的なフォローができないのかどうか、見捨てられるのかどうか、やはりそのあたり

を何らかの形で、公共交通機関としてのタクシーの利用の仕方を、新年度のほうへ少しでも盛り込
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んでいただけたらと思います。そういう希望だけ申し上げておきます。 

○議長 具体的にはどういうことなんでしょうかね。 

○Ｅ委員 例えば、フリーデマンドのタクシーの利用ですね。市内そういった形の利用の仕方はある

と思うんですね。先ほどもお話もありました、路線に乗って北条なら北条へ行くんだけども、帰り

はなかなかその買い物も含めて、お年寄りは思うように帰れないというのが多くあると思いますの

で、実際そういう方々がタクシーの利用をしていただけるのも事実ですけども、そういったあたり

本当にフォローができないのかどうかですね。 

 対象としてはまた別かもしれませんが、例えばそれ以外に高校生の市内には２校ありますけども、

市外への高校生の足も必要な部分があると思うんですけども、意外と姫路ですとか阪神間に対する

バス輸送のラインはよくこの議題になるんですけども、じゃ近隣地区のほうへの足のアクセスとい

うのは、特に高校生に関してなかなか厳しいものがあると。そのあたりも市として考える必要があ

るんじゃなかろうかな。そういった部分も考えます。 

○議長 タクシーの使い方かデマンドの使い方か、いろいろあると思うんですけど、そういうことを

もう少し考えようということですね。それについては、多分今年度の予算の中でもしかしたらそう

いう話が出て、もしかしたらですみませんけども、要するにバスでは手が届かない分についてどう

するかという、今ご提案だと思いますので、そのあたりはうまく話ができればいいですし、ぜひタ

クシーさんもこういうことができるんやでというのを、積極的にアピールいただいたらありがたい

なというのはあります。 

○Ａ委員 前期計画には、タクシーの役割ということもきちっと書かれてありました。公共交通網再

編の検討というような中で、議論されるものじゃないかなというふうに思うんですけども、もう一

つ前回の連携計画ではそのデマンド型っていう表記がたくさんありました。今回それが地域主体型

という方向に変わってきてると思うんですけれども、今のその交通不便地域の地域主体の交通とい

うのは、タクシー等の兼ね合いもあるんですけども、公共交通網再編の検討の中でそういったこと

も議論されていくというふうに、理解しておっていいんでしょうか。 

○議長 事務局のほうからご意見ありましたらお願いします。 

○事務局 今回の、調査事業のなかで、ニーズ調査等を踏まえた上で、目指すべき交通形態というも

のを、できるだけ利用の促進が図れるような形態を目指していきたいと考えているところですけれ

ども、タクシーの場合は基本的にはドア・ツー・ドアで動ける非常に有益な手段でございますので、

バスと共存する形で、それぞれがその機能を発揮するというふうな形になろうかと思います。 

 Ａ委員さんの言われました形につきましても、要は地域主体型のものを導入を目指していくとい

う中においては、必ずしもそれが各集落地域あるいはその谷あい筋までも全てを網羅できるような

ことが描けるかどうかということも、まだそこが未定の状態ですし、実際、全ての場所を網羅する

のは非常に困難なところもあるんで、その地域地域においてどういうルートをもって、地域の皆さ

んの足の確保をするのかということを決めていく中で、タクシーのニーズとともに共存できるよう

な絵姿が描ければと考えております。 

 ただ、その地域のニーズというものが、我々が考えておりますのは小学校区域ぐらいのエリアを

もって、そういった形を導入できればということを描いておりますので、余りある意味綿密には走

りきれないところもあろうかと思いますので、そのあたりを地元と十分詰めながら今後進めていく

ということになろうかと思います。 

○議長 Ｆ委員さんお願いします。 

○Ｆ委員 老人会のアンケートをとりましたら、地域のニーズを把握するというので一つの分析結果
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から傾向が出ると思うんですね。これはいつごろまとまるんですかね。 

○議長 事務局お願いします。 

○事務局 この春に市老連の皆様のご協力を得て、アンケート自体は現在実施ができ、ほぼ回収でき

ております。今般この予算が認められましたら、できるだけ早い時期にそのアンケート結果の集約

と分析に入りたいと、極端な言い方をすれば、明日からでも着手していくという思いでございます。 

○Ｆ委員 これを分析していただきますと、高齢者の地域別の意見というのがある程度出てくると思

うんですね。それでもって、今お話がありましたタクシーというものなのか、それともまた地域が

運営するようなそういう小型の自動車といいますか、 

○議長 何らかの乗り合いみたいな。 

○Ｆ委員 そういうものの早く方向性を見つける必要があると思うんですね。私もこれ今ずっと聞い

とってあれですけど、はっぴーバスも随分苦労されておるんですね。その１つはやはり殿原の乗り

かえの問題だと思うんです。西在田あたりの方に聞きましても、やはり直通で北条へという声が高

い、それをやはりバス会社の権益とかいろんな行政の指導とか、いろいろ難しい問題があるんでし

ょうけど、殿原まで西在田からバスに乗ってそこから自家用車でいろんなところへ行くということ

も、少しこれ無理のある話なんですね。やってはることはいいことだと思うんですけど。だから、

早くはっぴーバスの北条乗り入れというものを、本当にできるのかできないのかと、ずっとこの問

題を私は引きずっていくと思いますね、解決をしないまま。それでいいのかどうか、協議会として。 

  ２つ目の問題は先ほども言いましたように、高齢者のアンケート調査が出ますので、それでもっ

てきめ細かなものをやっていただければありがたいなと、そんな感じがしています。 

○議長 ありがとうございます。今の点について事務局のほうから何かありましたら。 

○事務局 そのアンケートにつきましては、極力ニーズが生かせれるような形で反映させていくとい

う努力をさせていただきたいと思います。はっぴーバスにつきましては、ここの議題ではなくて次

の協議事項のところで、ご議論いただくことになろうかと思いますので、そこであわせて答えさせ

ていただきます。 

○Ｆ委員 もう１点、このパークアンドライドのこの駐車場の問題というのは、大分進んでるんです

か。 

○議長 事務局お願いします。 

○事務局 パークアンドライドにつきましては、この協議会の中でどういった形でそこのお手伝いを

できるのかというあたりを、よく考えていきたいと考えております。といいますのは、協議会では

なくて市の公会計のほうで、パーク＆ライドに関する事業費を今年度若干確保しております。その

中で、駐車場の確保ができていくにあわせまして、それの周知であったりそのＰＲ、広報活動につ

いてはまたいろんな形で皆さんに知っていただかないことにはご利用いただけませんので、そうい

う側面的な支援を考えていきたいというところで思っております。 

○Ｆ委員 これ表に出ませんけど、大分期待する人が多いと思うんですよね。私もこの中国高速の泉

のバス停の近くに住んどるんですけど、駐車場がないんですね。結局県道端に駐車の方が多いんで

す。これが仮に、泉のバス停にこの市が進めてはりますが、できればまた大分乗りはる方もふえて

くると思います。だから、今おっしゃるようにこういうところ何カ所かできるんだったら、非常に

画期的な私は１つの施策やと思うので、ぜひここを強力に進めてもらいたいと思います。 

○Ｇ委員 ちょっとパークアンドライドに関する情報提供として、北条鉄道ですすめています播磨横

田駅での駐車場整備について、今の進捗を報告させてもらいます。今、先週に農路地転用の許可が

おりまして、うまくいけば６月から造成をかかる予定で今進んでいるところでございます。あと造
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成する費用がかかりますので、その費用をどこから出してくるかというところを、今北条鉄道はい

ろいろと案を練っておるところなんですけども、ことしの３月に播磨横田前が新しい道になりまし

たので、泉町から来る方も北条警察の前を通って、あのパーク＆ライド用地の播磨横田駅前に置い

ていただければ、そこから阪神間のほうには行きやすくなると、そういうふうに思っております。

実際北条町駅には、無料のアスティアかさいの駐車場があるんですけども、あそこは９時からしか

開かないし、夜は８時になったらもう閉まるということで、早くから行かれる方は今のところは有

料で置いていただいていますけども、これを早く仕上げて目標では１０月末には完成をして、１１

月からは一般に使っていただいたらいいなと、こういうふうに考えております。大体２８から３０

台ぐらい置ける無料駐車場を今考えておりますので。 

○Ｆ委員 今、例えば関連する話ですけど、ＪＲの社駅、あそこに駐車場を整備しまして五、六十台

いけると思うんですけど、もう満杯ですね。 

○Ｇ委員 満杯ですか。 

○Ｆ委員 満杯ですね。加東市も去年あたりから、２４時間１日２００円とるようになりました。 

○Ｇ委員 有料にしましたね。 

○Ｆ委員 有料にしたんです。加東市の職員の方が３時ごろに歩いてこられて、点検してはる。 

○Ｇ委員 現場でされとるわけですか。 

○Ｆ委員 だから、そのようなものを積極的に少し大きめのものをつくっていけば、それなりに利用

は出てくると思いますけどね。 

○議長 ありがとうございます。Ａ委員さん。 

○Ａ委員 今、Ｆ委員さんがおっしゃったところは、一般会計で今年度予算化されているんじゃなか

ったですか。 

○事務局 そうです。 

○Ａ委員 そうですね。 

○事務局 この予算の質問という限りでお答えさしていただいたんですけど。 

○議長 今年度の事業、それから予算につきまして今審議いただいてますが、ほかにご意見ご質問ご

ざいませんでしょうか。 

○Ｈオブザーバー ごめんなさい、今般活性化再生法の改正が国会を通りまして、それに伴いまして

地域公共交通確保維持改善の事業の補助金の見直しが、実は昨日出されております。それで、今回

の法改正の中で連携計画そのものは形を変える形になっていきますので、この１９ページにありま

す地域協働推進事業というものがあると思うんですが、これ恐らく国の補助金をことしは調査事業

の補助金をもらって、その次の年、さらにはその再来年で２カ年で国の補助金をもらいながら、地

域の公共交通の活性化をやっていこうという、恐らくそういう想定を事務局はされていると思うん

ですが、実はこれは法律が変わったのを機に、法律施行前までに協働事業計画の認定を受けておか

ないと、予算措置が担保されなくなる恐れがありますので、ぜひともちょっとこれ年度内とあるん

ですけど、少し前倒しをして、もう連携計画というのは立ってますので、それに基づいて協働事業

計画を早期に策定して、提出をしていただく。 

 当然、調査事業する中で中身を変更するのであれば、途中で変更をかければいいわけですので、

ちょっとこれを、法律が改正されたのを機に前倒し検討をお願いできないかなと。そうしないとせ

っかくもらえる国の補助金がもらえないということになりかねないので、おおよそめどは９月ぐら

いまでに立てていかないとちょっと危ないかなと、そう思いますので、これ交通企画課、きょう来

てませんけどもそちらとちょっと相談をしながら、上手にちょっと国の予算を使っていただきたい
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と思いますので、ぜひちょっと前倒し検討をお願いしたいと思います。 

○議長 ありがとうございます。このあたりはまた交通企画観光課、そちらのほうと詰めるというこ

とでよろしくお願いいたします。 

○専門委員 先ほどからいろいろ有用なご意見を出していただいてるわけですけど、私なんか根っこ

では１つにつながっているような気もするところがありまして、例えば先ほどＦ委員さんがおっし

ゃったように、パーク＆ライドというのを鉄道だけでは、あるいは車だけではっていうところをつ

なぐ仕組みだろうと思いますし、それからＥ委員さんがおっしゃった行きはバスで帰りはタクシー

で、あるいは逆もあるかもしれませんが、というような事務局がおっしゃったように共存するとい

うのは、必ずしもタクシーを使う人はタクシーを使う、バスを使う人はバスを使うというふうにす

み分けながら共存するんではなくて、やっぱりバスだけではなかなかうまくいかない、タクシーだ

けでもなかなかうまくいかない、それだけではうまくいかないというところをうまく補い合いなが

らいくと、今までできなかったことができるようになってくるというメニューを、いかに市民の方

にたくさん提供できるかという話ではないかなと。 

 そう意味で、ＮＰＯさんから説明があったいろいろな発掘をされる、あるいは提案をされるとい

うのも、あるいはＦ委員さんがおっしゃった老人会のアンケートですか、あれでもいろいろなニー

ズというのはそこにあるわけであって、そのニーズを例えばタクシーならタクシー、ほかのものな

らほかのものと組み合わせることによって、今すくい上げられない技術で何とかすくい上げられな

いかというのを考えるのが、私はここの仕事なのかなというふうに思いますので、切り分けてそれ

ぞれが分離して、すみ分けるという話ではなくて、それぞれ相乗りしながら、ここのところ例えば

市主導型のバスであっても、そうしょっちゅう走らせるわけにはいかないと、そうするとその隙間

のところはじゃこちらのほうで引き受けましょうと、あるいは行きも帰りもタクシーというのは、

さすがにちょっと懐がという方がおられるかもしれませんが、そういうときにはじゃ片方はバスで

行きますよとか、いろんなやり方があるだろうと思いますので、バスだってそのコミュニティバス

もありますし、路線バスでもありますしということを組み合わせると、私は随分いろんなことがで

きてくるのかなというふうに思いますので、そういう中で最初に口火を切られたＥ委員さんがおっ

しゃったような、タクシーの位置づけというのも、もう少し積極的にここに入ってくる形に、結果

としてなるんじゃないかなというふうに思うんですけども、いかがでしょうかね。 

○議長 Ｅ委員。 

○Ｅ委員 すみません、バスとタクシーの大きな特徴の違いがあると思うんですね。路線のバスであ

れば、路線の兼ね合いから当然はっぴーバスが抵触するところ、競合でない限りは、やっぱり分断

されるということ、バスのそれは性格は仕方ないと思うんですね。タクシーをうまく利用していた

だければ、これは市内全域を含めて直行しますから、そういう特徴は生かして使い方があると思う

んですね。 

 だから、前にもこの会議でなぜこのはっぴーバスがバスにせずにタクシーにされたのか、当時の

計画は１０人乗りのワゴンでタクシーでしたから、だからそういったことを申し上げたことがあっ

たんですけども、それと同時にじゃ逆に今おっしゃっていただいたタクシーになればそのフリーデ

マンド式の制度がない限りは、どうしても移動料金というんですか、金額が上がってしまう。だか

ら、そのあたりは何かそれをフォローするような、タクシーチケットであってもやっぱり定額です

から、利用範囲が決まっていますし、何らかの形でそれをフォローするシステムをお考えいただけ

たら助かる方はたくさんあると思うんですね。まして、そのバスの路線が外れる人にしてみたら、

大きく助かると思います。 
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○Ｆ委員 これ私ね、この中にあったんですけど、周辺地域に住んでおりますから、まちづくり協議

会あたりと議論をしますと、とりあえず高齢者の足回りを協議会でやってくれと、こういう話があ

るわけです。その真意は何かというと、北条のまちまで行くに行かれへんと。家族のおられる方は

いいですけど、高齢者の２人暮らしとか独り暮らしですとか、どうにもならないわけですね。それ

を実現するには、需要が多ければバスという話になるんでしょうけど、ニーズとの兼ね合いになっ

てくると思うんですね。大きな流れの中で人口が４万７，０００を切り、これは全国的な話ですけ

ど減っていくということですから、高齢者がふえてそういう中でなりますとどうもタクシーなのか、

地域が運営する小さな自動車なのかと、そこへ行きつくような感じがするわけです。 

 それを議論をするときに、北条のまちまでは行かれへんとか、そういうわっぱのはまるようなこ

とは事前に議論をしとかな、地元でそんな話をしたっていよいよやるかというたら、北条まで行く

には神姫バスがどうやこうやとか、そんな話はできませんわね。だから、これを進める、まあこの

ような条件の中でなった地域は行けるとか、タクシーは行けるとか行けないとかいうことの条件整

備を議論する前にやっとく必要があると思う。それも市役所がそれを最初にやる話やと思うんです

けど、だから地域でそういう話をしても、その程度の話で終わってしまうんですね。だから、それ

以上前へ行かない。だから、具体的にそれをやるんだったら、バスの車両費をどうするのか負担を

してくれるのか、行政が担保してお金を借りることができるのかというようなことをいろいろやっ

とかな、突然これあーですとか言われたって、地域は検討しようがないと思うんですよ。その辺ひ

とつお願いしたいですね。 

○議長 もう地域の皆さんが今いろいろ議論されてるものについて、多分幾つかのまだ意見がいろい

ろあるというふうに思うんですけども、それを当面集約したものがどういうもんやというものをベ

ースに、その何か原則的な話からいろんなアレンジをしていかないと、いろんな意見があるままで

いくと、多分市のほうもなかなか判断しづらいというふうに思いますので、そのあたりちょっと市

のほうと、宇仁地区になるんですかね、お話を１回いただいたほうがいいよな、そういう段階に来

てるんじゃないかと思うんですけどね。 

○Ｆ委員 最初この２５年度の事業報告がありましたけど、１人当たりのこれは市の金なのか、国の

金、ともかく１人当たり２，０００円とか大きなお金がかかってるわけじゃないですか。そういう

面からも考える必要があると思うんですね。 

○議長 一度、今みたいなお話を市の皆さんと一回話しをしていただいて、また場合によっては私た

ちも入って、一度お話をさせていただくということで、枠組みをつくっていくような考えというの

はいかがでしょうか。 

○Ｆ委員 このような形なら可能性はありますよと、じゃ一体利用される方は幾らぐらいあるんです

かということになると、これはもう地元の話なんで。運営するにはお金はどうなるのか。地域のそ

ういうのを運行するということは、ＮＰＯでも協議会でもいいんですけど、ある意味では高齢者の

雇用確保にもある部分があるんですね。だから、ひとつそういうことをするんだったら、また事務

局とお話をして、少し枠組みを考えていきましょうか。 

○議長 ぜひそういうことを考えていただければ。むしろそういうことが望ましいというのが、この

前の計画ですので、ぜひ前向きな話になればと思ってます。 

 ２６年度、今年度の事業計画並びに予算につきまして、ほかにご意見ございますでしょうか。よ

ろしいですか。そしたら、この件につきましても皆さんからご承認いただくということで、具体的

な使い方についてはまた皆さんと相談しながらということで、中身を詰めていくということにさせ

ていただきたいと思います。ご承認いただくということでよろしいでしょうか。 
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〔各委員から異論なし〕 

○議長 ありがとうございます。そしたら、この内容について中身を進めていくとともに、先ほどＮ

ＰＯさんからのほうもお話ありましたように、大事な話ですね、お誘いキャンペーンみたいなこと

で、ちょっと不安に思ってる人が不安ではなくなると。 

○Ｄ委員 １回乗ったらもう大丈夫やと思いますから。 

○議長 体験を積み重ねていただくということで、利用促進をやっていただくという取り組み、ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。ありがとうございます。 

   

【はっぴーバスの市街地乗り入れについて】 

○議長 そしたら、次の議案に行きたいと思います。次は、先ほど少し議論になっていたと思います。

４番目であります。はっぴーバスの市街地乗り入れについてということで、これにつきましても事

務局のほうからご説明よろしくお願いいたします。 

○事務局 では、失礼いたします。こちら協議事項４番目につきましては、資料４の１といたしまし

て２７ページ、２８ページに掲載しております、コミュニティバス乗り継ぎ運賃制度導入後の状況

の報告をさせていただきたいと思います。こちら、北条乗り入れに関して導入した制度でございま

すので、このような資料を用意いたしております。それぞれ神姫バス様、加西親栄自動車様から乗

客数等の報告をいただいて、表にしております。どちらも比較的導入後いい傾向を示しております

が、こちらの表につきまして神姫バス様、何か補足、説明等ございましたらお願いいたします。 

○Ｉ委員 お世話になっております。本日、資料をつけさせていただいております分ですが、前回の

協議会のときも１月までの分ということでおつけをさせていただいております。今回も協議会とい

うことでございますので、直近の数値ということで４月までの分、集計したものをつけさせていた

だいております。 

 ごらんいただきますと、乗り継ぎ券の発行の枚数につきましては、今４月のほうまでずっと上り

調子といいましょうか、１７４名様ご利用いただいております。当初、１５０人ぐらいのところを

ずっとじわじわ上がってきておる状況であるというところでございます。ねっぴ～号のほうの中富

口線につきましても、利用数のほうは徐々にふえてきておると、１月までもずっと好評できており

ましたので、いい状況が続いておると、対前年、対前々比とも比べましても、前年比におきまして

は１月からずっと伸びているような状況であります。ただ、４月が若干中富口線数字を落としてお

ります。それと、申しわけございません、大和線につきまして２４年度４月の数字がちょっと欠落

しておりまして、ちょっとデータがないという状況でしたので数字が入ってないんですけども、ち

ょっとその分を足しましても若干少なくなってきてるのかなというふうに思ってます。 

 ただ、これにつきましては、ちょうど４月消費税の５％から８％の改定がございました。私ども

も運賃改定をさせていただいた分がございまして、全社的な状況を見ましても、やっぱり４月とい

うところが余り数字が伸びてない状況であります。いわゆる運賃が上がったという部分も含めまし

て、いわゆる消費税増税の出控え的な部分が今出てきてるのではないかな。ただ、５月以降６月に

なってきますと、また戻ってくるのではないかなというふうに、全社的にも見ておるところでござ

います。ですので、今のところも順調に進んでるじゃないかなと当社では思っております。当社か

らは以上でございます。 

○事務局 ありがとうございます。２８ページにつきましては、はっぴーバス運行事業者様よりデー

タいただきまして、事務局のほうでつくりましたので、簡単に事務局のほうよりご説明をいたしま

す。こちらのほうも当然乗り継ぎということで、神姫バス様と同じように結果といたしまして、１
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１月、１２月、１月、２月、３月と、こちら申しわけございません３月までとなっておりますけれ

ども、それぞれ比較的よい状況が続いております。はっぴーバスの場合は２４年と比較しました場

合、この時期ですと根日女の湯さんが閉められましたので、根日女の湯線の人数が若干減っており

ますので、その影響で減っておる分というのがあるんですけれども、それ以外につきましては伸び

ておりまして、むしろその分をカバーしておるような状況にすらなっております。こちらのほうに

つきまして、事業者様からは特に補足等ございますでしょうか。よろしいですか。では、資料の説

明としては以上とさせていただきます。 

○議長 ありがとうございます。北条乗り入れについて、乗り入れについての乗り継ぎ券を導入した

ということで、その結果がどういうふうになってますかという紹介だと思います。これにつきまし

て、ご意見ご質問等ございましたらよろしくお願いいたします。よろしいですか。 

○事務局 そうしましたら、この４つ目の議題のところではこの状況を踏まえまして、このはっぴー

バス２５年度から本格運行ということで、行ってまいりました。その本格運行に移る際には、北条

の乗り入れのことにつきましても方向性を決めていきたいということを、この場で決定いただいて

おりましたの、その方向性について現在の判断を述べさせていただきたいと思います。それが先ほ

どのＦ委員様のご質問に対する現在の回答ということになろうかと思いますので、少し説明させて

いただきます。 

  先ほどの神姫バスさんのバス路線の乗降状況、あとはっぴーバスの乗降状況を踏まえまして、現

状では相応の乗客数の伸びが見てとれる状況にありますので、今の段階で北条乗り入れに切りかえ

るという議論を即決するのではなくて、少なくとも当面は今の状況をもって、利用促進が図られて

いる状況にあるという判断をしております。つきましては、先半年後あるいはさらに半年後という

ふうなピッチの中で、状況の判断を再度行っていくということをもって、やっぱりここで頭打ちに

なるのか、周知されていってまだ市民の皆さんにも十分定着していない部分もあろうかと思うんで

すけれども、そこらの状況をトータル的に今後見極めていきたいというところで、今の時点ではは

っぴーバスを北条に乗り入れるという即座に切りかえはしなくて、乗り継ぎ券による利用促進策を

再度推進していくという判断をしているところです。 

○議長 ありがとうございます。Ｆ委員さん。 

○Ｆ委員 それで、Ｄ委員さんのほうはよろしいんですか。 

○Ｄ委員 その件についていろいろあるんですけど、今、年寄りをずっといろいろ訪問させてもらっ

たら、北条まで直接行ったら乗り継ぎせんで行けるからいいことはいいんやけど、実際におばあち

ゃんらが思うとるように、北条行ってもはっぴーバスだけでは動かれへんというのがあるんですわ。

これが一番問題なんですわ。それで今、理事長ともいろいろ話しよんですけど、北条の町なかでい

ろんなとこへ行ける、コミバスで回れるルートができてたら、北条へ来てもそれを利用できるわね。

来てイオンとかアスティアぐらいしか行くとこなかったら、来てのが大体病院とか医者やと思いま

す。加西病院はバスが上がっとる行けると思うんですけど、個人のお医者なんかへ行こうと思うた

ら、なかなか今度は行かれへんわね。そこが問題やから、どっちがどっちかなというあれもあるん

ですわ、今のところね。だから、その年寄りの人が、今ほんま北条行って自分が思うところへ、今

までの西在田の中だけで走っとるようになると思っとってんやろうね。だから、それはちょっと無

理ですよということは、いつも言いよるんやけどね。 

○Ｆ委員 それの問題ね、直通の話を後ろ送りにしてもう少し様子を見ようというのは、それはいい

んですよ。ずっと私横で聞いとって、西在田でこんなこと立ち上げられて運行しはる当事者が、も

うそれでいいということやったらいいんですけど。 
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○Ｄ委員 それでいいということはないけど。 

○Ｆ委員 いや、それで西在田の方の本当の真意を、よくＮＰＯとしては聞いてやらなければ、私が

聞く範囲では北条まで行かれへんから年寄りは乗りかえはかなわんとか、いろいろな話を聞くもん

ですから。 

○Ｄ委員 それは北条まで、要は北条まで行ったら自分のしたいことを全部できる思うとっての人が

大半ですわ。なかなかそうはいけへんと思うんやね。それしようと思ったら、こっちの市内の中で

動けるのを何かがあるんやったら、そういうことをやってもそれは十分楽やと思うんやけどね。そ

れこそ……。 

○Ｆ委員 それはね、私ら地元でそんな話がでたら言うんですけど、それはそんな全て満足するよう

なことはできませんわと。だから、市役所と市民病院とイオンとこの３つぐらいですよ。あとのと

ころはそこから自己解決をしていかな、自分の行きたいとこへすぐ行けるのはそれは無理ですよと。 

○Ｄ委員 そういう３つか４つか絞っといて、こことこことここですよというんやったら、ある程度

行けると思うんやけど、実際どうかなと思ったりするんですよ。 

○Ｆ委員 それより、その問題より私、殿原で神姫バスを待ちはるという、連絡ね。その時間が無駄

やと思うんですよ。直行だったら、だからそこはどうなんですかということですね。だから、北条

市内の行く行かんの話はちょっと別の話で、殿原で乗り継ぎをせないかんという問題が大変なこと

だと私は思うんですけど。 

○Ｄ委員 当然ですわね。 

○議長 ちょっと待ってください。もうちょっと。 

○Ｄ委員 その乗り継ぎいうのは、僕らかて聞いて回ったらそれは一番いい言うてんですわ。 

○Ｆ委員 そこですよね 

○Ｄ委員 それで初めはそないいうてできたらと言いよったんですけど、北条まで今度もし行くよう

になったら、今度は今まで行っとった路線の便数もまた減ってくるわけや。同じようにはいけへん

わね、今のままで行ったら。そうなったときに、今もう利用しよっての人が、いやこんなん前より

悪なったなと言われても困るし、利用はあると思うんですけどね。今そこで悩んどるんですけど、

やっぱり初めに北条まで行くということでやりかけたものなので、できれば北条に行くために、今

度はバス停とかとまる場所かてやっぱり必要やわね、行くようになったら。そこらまでいうたら非

常にまだ大分考えないかんとこがようけできてくるん違うかなと僕は思うとんですけどね。 

○Ｆ委員 というのはね、私、こういうように思うんですよ。神姫バスさんもいてはるのであれなん

ですけど、これ結局殿原の乗りかえは神姫バスがあるからそれでいいんだという形をいきますと、

例えば日吉とか宇仁とかいろんなところから北条へ行くときに、神姫の路線があるやないかと、そ

こで乗り継ぎしたらええやないかと、こういう形になってしまうのをすごい私心配しておるんです。

やはり、皆が望んでおるのは、北条市街地まで直行なんですよ。それを途中で乗りかえするという

のは、本当のお客さんの使われ方のニーズに合ってるのかどうか、別のサイドの話でもって実現が

できないというのはおかしいと思うんですね。だから、殿原のところでそういう話が固定されてし

まうと、加西市全体の公共交通の利便性が損なわれるような気がちょっとしますので、あえて言わ

してもらいました。 

○議長 そういうことを踏まえた今回一歩前進ですね。乗りかえの乗り継ぎ運賃制度の割引をしまし

ょうということなんですけども、これも割引をしているだけではなくて、実際に新しくこれで割引

があったから使ってくれる人がふえたであるとか、あるいは割引をすることによって乗りかえ利便

性が上がったわけですが、それは上がった人はどういうふうに思ってはんのかとか、そういうこと
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を見ながら、ちょっと様子を見るというようなことにしないと、ただ単に様子を見てるということ

で、数字の中身は変わったりはするんでしょうけども、それ以上のものをもう少しせっかくですか

ら、お互いにデータを共有し合うということが、今のお話の答えを見つけていくために大事なこと

じゃないかなと。 

○Ｊ委員 今、議長さんがまとめてくれはったんですけども、私も今せっかく徐々に伸びつつありま

すその乗り継ぎ制度、ですからこれをもうしばらく様子を見て、まだ伸びる可能性もあります。と

りあえず、拙速に市内の乗り入れ云々については、もう少し考えていきたいという事務局のほうか

らのお話もございました。ただ、そこらこの１７ページに出ております、いろんな調査、アンケー

ト、集計云々いうこと、一番上公共交通の再編のところに記載されてますんで、そういうのが、今、

集計、老人会のアンケート調査については整理集計中というようなお話もございましたので、そう

いうのをそれもしかり、ほかにも状況把握云々いうことがありますので、そういうのもつかまえた

上で、もしこのままもう少し伸びについては、乗り入れよりも乗り継ぎ券のほうでいけるというよ

うなニーズがあれば、そういうのでしばらく様子を見ていって、どうしても直行の市内乗り入れの

がどうしても必要や云々ということになれば、またその時点で考えればいいんじゃないかなという

ふうに思います。 

○議長 ただ、ちょっとダイヤが先ほどＦ委員が言われたように、待たないかん時間が場合によって

はすごい長いんですね。１時間ぐらい、もうちょっとあったんですね。ですから、そういう時間を

しゃあないなというふうに済ますのがどうかというのは、これ結構難しい問題なので、うまくその

ダイヤの調整とかお互いにね。 

○Ｊ委員 そこらができましたらね。 

○議長 できるといいとは思うんですよね。そういう努力とかできなかったらできないで、先ほどか

ら出てる直行の話とかも、選択肢として出てくるということだと思いますですね。 

○Ｆ委員 もうそれは直行したら一挙にふえると思いますよ。私はそう思います。 

○議長 専門委員さん。 

○専門委員 伺ってると実体はどこにあるのかはよくわからないんですが、いろいろな方のお話を伺

っていると、なかなかこれはかみ合ってないんではないかなというふうに感じております。 

 それで、１つは丸岡委員さんがおっしゃるように、乗り継いでいくことが難しい人がいるんだと

おっしゃるのは、確かにこれは事実だろうと、私もほかのところいろいろお手伝いして、そういう

方というのは結構多いんですよね。一方で、乗り継ぎの運賃にしたらふえてるじゃないかと、これ

はどう考えるのかというと、これは多分高かったから２回行くところを１回にしとこうかという人

が２回乗った、あるいは１回半にしたかもしれない。ということは、多分伸びるだろうと思うんで

す。 

 しかしながら、例えば物理的に乗り継いでいけないような方が、安くなったら乗り継いでいける

ようになるかといったら、これはたぶん乗り継いでいけないんですよね。そこの違いがどうも分け

て議論されてなくて、いや増えてるんだからいけるでしょうという話では、これは多分全くないん

で。それはすりかえですわ。ですから、そういう議論しては余りいけないんであって、じゃ実態は

どこにあるかというと、これは私もよくわかりません。ですから、先ほどの老人会のアンケートで

あったり、西在田の方々が調べておられるように何が不都合でいけないのか、あるいは何が原因し

てこの乗り継ぎ割引で、ちょっとは余計に乗るようになったのかということを見ないと、やっぱり

人それぞれによってできること、できないことっていうのは違うんであって、それを１つの仕組み

でまとめて、これでできたからみんないけるでしょうというのは多分無理があって、その乗り継ぎ
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が難しい方にとってはこういうやり方、それから運賃が安くなるともうちょっと行くよという方に

ついてはこういうやり方というのがあって、それの組み合わせで初めて伸びてくるというのが１つ、

これが１つです。 

  それからもう１つは、ＮＰＯさんの会がおっしゃったように、直行してもそこから北条の中で回

れないというのがあって、これも多分事実だろうと思います。そう思われる方もおられることは事

実だろうと思いますが、ただそこからも感じられるのは、回れるんならば行きたいということは多

分皆さん思っておられるんですよね。そうだとすると、じゃ直行で行ってそれで回れるように何と

かならないか、Ｆ委員さんがおっしゃるように、どこへも行けるというのはこれは難しいと、そう

すると例えば北条まで直行で行って、あとどこか最初に行く場所はあるわけですね、病院へ行った

りそれからイオンへ行ったりというようなところがあって、そこからもうちょっと行きたいという

ところを、それこそタクシーの出番とかね、それぐらいやったらワンメーターで行きますよね、北

条の町中だったら。という使い方をしていただくなりすれば、今お話されたように、いや北条まで

行っても回れないんだという話は、また少し変わってくるんではないかなと。 

 だけども、北条の中で自由に回るために、じゃ西在田からタクシーで行くかというと、これもな

かなか難しいんとちがうかなというふうに思うわけですよね。つまり、いろんな問題があって全部

解決して初めて、起点から終点までいけるんであって、そこに複数の問題があって、こっちはでき

ないから、じゃこれはいいでしょう、こっちができないからこれはいいでしょうと言ったら、永遠

にこれはできないと。だから、こっちもこっちもそれぞれできるようにするにはどうしたらいいの

かというのが、私、ここでの議論かなと思うんですが、どうも別々に話すような雰囲気があるので

いかがなものかなと、ちょっと思っております。 

○議長 Ｇ委員さん。 

○Ｇ委員 私もよく北条町駅の前でねっぴ～バス乗られてる方を見ておるんですけども、買い物袋を

両手に提げて、アスティアかさいで多分コープで買われると思うんですけど、それを持ってねっぴ

～に乗られて殿原でおりて、それからはっぴーバスに乗って地元に帰られると。私も泉の奥ですの

で、今はっぴーバスが回ってる。はっぴーバスがいいのは、バス停が近くにあって乗りやすい、そ

ういう意味ではお客さんをふやすいうのは、一番いいと思うんですね。前の神姫バスでしたら停留

所が町に１個か２カ所しかないという。そういうのは、もっと利便性ができてると思うんですけど

も、これを地域の公共交通の足というて見るのか、ほんまの福祉の足として見るのかというた場合、

Ｆ委員さんが言ってらっしゃるように家に送ってもらう方もいらっしゃらない、だけど１週間、２

週間に１回は北条まで行って、ちょっと買い物したいなという人であれば、やはりバス直通の北条

乗り入れのバス、それがあったら一番便利かなというのはよく見てましてわかります。よその方に

もよくお会いするんですけども、ただになって幾らかは費用がかからずになったんだけど、やはり

そこで一たんおりてちょっと歩いてまた乗り場に行って、そこでまた時間を費やして、雨が降った

ら傘さしたら荷物を持てないという、そういう方もいらっしゃいますので、やはり乗り入れ可能な

方法をいかにしてどうやるかという、やっぱりこういう場で考えるべきじゃないかなと、そういう

ふうに思いますけどね。 

○議長 ありがとうございます。Ｅ委員さん。 

○Ｅ委員 この乗り入れのことになるのか、そのあたりはフィーダーになるのか微妙なところなんで

すけども、これは逆に当初この公共交通会議があったときに、ＮＰＯさんが手を挙げられたがため

に、この上芥田であると若井とか、そういったコースに関しては非常にこれ恵まれた状況にあると

思うんですね。剣坂とか、外れてる部分がまだまだ加西市にはいっぱいあるんですね。 
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 だから、単にはっぴーバスの路線の云々だけの議論でいいのかどうかですね。市全体の交通体系、

これを新たに考え直す必要があると思うんですけども、やはり一部の問題は確かに利用されれば、

より利便性が高くという分があるかもしれませんけども、市内全域ということを考えますと、まだ

まだその他の必要なのに動けないところ、そういった方には全部目を配らんでいいのかどうかです

ね。やはり、それも最低限並行して考える必要があるのかなというふうには、それだけはお願いし

ときたいなと思うんです。 

○議長 それは多分はっぴーバスといいますか、コミュニティバスをどういうふうに動かしていくと

いうときにかなり議論された中身で、地域の人たちがそういう枠組みをつくってくれてるところに

ついては、一定の利用量があるから、じゃそこはコミュニティバスでいきましょうということで、

どこもかしこも一遍にできるわけではないので、ある程度順番をつけましょうというときに、今回

はＮＰＯさんというのも受け皿として、結構地域の仕組みを頑張ってくれはるということで、最初

にやってみましょうということですから、多分Ｆ委員さんのところもこれからいろいろお考えにな

られるということで、その地域と行政とが呼応してつくっていかないと。だから何もしないという

ことではないわけですけども、限られた予算と限られたマンパワーでいくと、やはり優先順位はつ

けていかないといけないという議論の結果だったと思うんですね。はっぴーバスがうまく成功して

るかどうかというのは、必要な人にとっては乗っておられるということについては、少なくとも一

定の役割は果たしているということだと思うんですけども、だからそれでいいのかというと、もっ

とまだまだ改善しなあかんところがたくさんあるということが大分わかってきて、それを見ながら

次の地域の皆さんもぜひいろんなお考えを出していただけたらありがたいなというのが、今のはっ

ぴーバスの役割かと思いますね。 

○Ｆ委員 これは、今、先生おっしゃるように私は成功しておられると思いますね。そんな言い方し

たらいけませんけど、この３つの谷あいをきめ細かくバスが回るんですから、だからこの４００数

十人の方が大変ですがありがたいと、こう思ってはると思いますね。 

○議長 ふえてきたというところもあります。それも地域の人たちの努力の結果だと思いますね。多

分、路線バスとコミュニティバスの競合問題なんですね、これね。これは、かなり永遠の命題で、

多くの場合コミュニティバスって行政の補助を受けてて、路線バスというのは民間のバス、神姫さ

んもそうですけども、民間のバス事業者さんが運行されてるので、行政の補助を受けてる路線が民

間のバスと競合することによって、民営圧迫になるのではっていう懸念があるんですね。できるだ

けそういうことはお互いに紳士的にすみ分けをしましょうというのが、利用料の話、交通計画的な

話とはまたちょっと違う意味合いで、このすみ分けの話があります。 

 ただ、今回の場合は、ちょっと神姫さんのほうも補助を受けておられる路線であるということな

ので、そのあたりもう少し紳士的な話がまだできる余裕がかなりあるなというふうに思いますので、

こういう話を続けながら、民営圧迫という話とそれと地域の皆さんの願いとうまく重ね合わせる、

いいケースができたらすごくいいと思いますので、ぜひこういう話をもう少し議論していって、こ

れがはっぴーバスが前例になるから、あとのＦ委員さんとこは何やらしないといけない、とかいう

ようなことになるかというと、それは話はまた別やと思うんですね。地域に応じて地域の新しいこ

の公共交通のあり方を考えていくということですね。ぜひそれは、一番いいものを考えた上で、多

分限られた財源と限られたマンパワーで折衷案、多分折衷案になるにはどこかで落としどころを見

つけて、折衷案て言い方よくないですね、見つけていただければありがたいなというふうに思いま

す。そういうことをまた引き続き、きょう議論いただけたらありがたいと思います。 

○専門委員 先ほどからの議論で、バスに乗ってる人の話は割と出てくるんですが、ですから例えば
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その乗り継ぎの制度で、より多く乗れるようになった人はそれでいいと思うんですが、あるいは家

族の方がおられてそれで車で行き来できる方もおられて、それでいいと思うんですよね。だけど、

我々が見るべきなのは、例えばどれぐらいの人がバスに乗ってるかがいいのかという話ではなくて、

バスにも乗れない家族の送迎も受けられない、そういうふうに困ってる人がどこにどれだけいるん

だろうかと、その人に対して我々は何ができるんだろうかというふうに考えると、やっぱりもう少

しさっきから隙間いっぱいあるんだと、Ｅ委員さんも言っておられますけれども、そういうところ

に目を向けて、それでＥ委員さんがおっしゃってるような地区以外の、見かけはいろいろ交通機関

あるかもしれませんが、実はそれのどれも利用できない人というのもおられるということを、私、

Ｆ委員さんが言っておられるんじゃないかなと思うんですよね。ですから、どれだけの人が乗って

るのかもさることながら、どこにどれだけの困ってる人がいるんだろうかということをきちんと見

て、それでその人たちにどういう手立てが差し伸べられるのかというのを、やっぱり皆で考えたい

なというふうに思いました。 

○議長 よく買い物難民は一体どこにいてはるのかという、そういうことですよね。乗り合いで行く

のか、それともこういう個別の交通システムで行くのか、いろんな方法でカバーしましょうという

ことですけど、実態をつかみたいということもありますね。そういうことも今年度できれば、でき

るだけきめ細かな調査ができればいいなと。老人会のその調査もそうですよね。ちゃんと地図の上

に落としていったりしたらいいんですね。 

○Ｆ委員 これを早く、予算が立てればやっていただいて、途中でいいですからこのような意見にな

ってますよいうことはぜひ聞きたいですね。 

○議長 じゃ、それはこの内容でご承認いただいたら、進めていくということで。予算は承認いただ

いたので、やりましょうということです。 

 乗り継ぎの件についても、これは多分議論が尽きないというようなテーマで、もう少し状況を見

て方向を決めましょうということになると思います。ぜひそれに当たっても議論を尽くしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。議題の４につきましても、こういう方向で様子を見ると

いうのは、ぼーっとしてるわけではなくて、これを見ながら次の策を考えるということですね。皆

さんと一緒に議論していければと思います。この内容でご承認いかがでしょうか。 

〔各委員から異論なし〕 

○議長 ありがとうございます。 

 

【はっぴーバスのバス停の名称の変更とバス停の移転について】 

○議長 そしたら、次の議題でございます。はっぴーバスのバス停の名称の変更とバス停の移転とい

うことにつきまして、事務局のほうからご紹介よろしくお願いいたします。 

○事務局 失礼いたします。こちらにつきましては、２９ページ資料５の１でご説明をさせていただ

きます。２点ございまして、１つがバス停名の変更、名称の変更、１つがバス停の移転となってお

ります。まず、名称の変更につきましては、根日女の湯線の中に、つつみ医院前というバス停がご

ざいまして、こちらつつみ先生の病院の前ということですが、この４月より前田クリニックに変わ

っておりますので、名前を変えさせていただけたらと思います。資料には前田医院前と案を示して

おりますが、前田医院前または前田クリニック前とさせていただきたいと考えています。 

  もう１つが、バス停の移転これが次のページ、３０ページに位置をあらわしておりますが、少し

縮尺こちらのほうではわかりにくい方もいらっしゃるかと思いますが、芥田線の中に現在農業倉庫

前というページ中ほどの丸のところですけれども、バス停がございます。こちらのほう、地元の方々
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からのご要望ということで、３００メートルほど北側にあります、下芥田町の２７６番地の土地の

上にバス停を設置して、南谷入り口というバス停に移転をしたいという提案をしていただいており

ますので、こちらのほうご協議いただきたいと思います。こちらに関しましては、ＮＰＯ様より少

し補足をお願いいたします。 

○Ｄ委員 これは、初め農業倉庫前で、おばあちゃんがずっと乗りよったっんやけど、足も悪いし、

今もずっと乗られてるんやけどね、要はもっと家の前でとめてもろうたらということも言うたった

んや。そんなことを、そんな一人一人のことでそんなことできへんいうことで、バス停は村で区長

さんに全部依頼して決めたもんやからということで話してまし。したらまた区長さんに言われて、

ほんで一応それやったら、その家の前とちゃうけどここやったら大丈夫ちゃうかということで、県

道沿いですけど区長さんのから依頼があったんで一回市のほうへ要望してみるということでしたん

ですけどね。今この南谷入り口、これ三差路になっとるんですけど、その倉庫が建っとる前なんで

すけどね、 

○議長 一見、こっちのほうが人家が少ないように思うんですけど。 

○Ｄ委員 ここら家がないですわ。ちょっとその谷の上にあるのかな、あそこ。ちょっと裏へ行った

らあるんやけどね。そしたら何か川の向こうのおばあちゃんも、ここへ来て乗ってやし、これいい

しということで区長さんがされたらしいんで、僕らその地域のあれやわからへんので、どこのバス

停も一応区長さんの承諾を得て立てたたものなので、区長さんが判断してもうて、それでやらして

もらいました。 

○専門委員 距離でいくとどれぐらいですか。安全とか。農業倉庫前と南谷入り口。 

○議長 ３００メートルぐらい。 

○専門委員 ３００メートル。 

○Ａ委員 安全性は大丈夫ですよね。 

○Ｄ委員 県道沿いなんでここは広いからね。その農業倉庫前というのは農道ですわね。農道の横に

立っとるんですけどね。 

○専門委員 農業倉庫前を、引き続き利用される可能性のある方っておられないんですか。こっちの

ほうが便利だという方は。 

○Ｄ委員 この倉庫は今何も使わんと建物になっとるだけなんでね。 

○専門委員 あとはその南谷入口にバス停ができたら、仮に２つあったとしても農業倉庫前から乗る

人はいないっという感じですか。 

○Ｄ委員 今はいないと思います。今おらへん言うたった。それで何年か、今は車や単車に乗りよっ

てやけど、先でまた乗ってやろうという話でした。今、おいといてもいいけど、新しいにするいう

たらまたいろいろ大変やと。 

○専門委員 休止にされたらどないです。新設にして休止にするとか。 

○Ｄ委員 ここ休止。 

○議長 廃止じゃなしに休止。 

○専門委員 別の話、場所の話ばっかりしてあれなんですけど、お手伝いしてるところやっぱり傾斜

地なんですよね。それで歩くの大変だから、フリー乗降にしてもらえないかというのが地元から上

がってくるんですけども、道幅なんかと交通量で見ると、やっぱりフリー乗降はなかなか難しいと、

でどうしたかというと、１００メートルおきぐらいにバス停つくってね、それで乗る人の数はしれ

てますんで、全員が全てのバス停から来るわけじゃないんですが、あるときはここから乗る別のと

きは隣のバス停から乗るということで、必要だったら細かくとまると、だけども通過するときもあ
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るので、実質は余りバス停の数としては変わらないみたいな、そんなにしたんですけども、そうや

ってするとこれ両方あって、お客さんいるときにはそっちにとまるということでもいいんじゃない

かなと思うんですけど。 

○Ｊ委員 移設やなしに新設としはったらいい。 

○専門委員 そう、新設にしてそれでバス停って必ずとまらないといけないんですか。お客さんいな

かったら通過できますよね、できますよね。だから、そんなにあちこちから乗られないだろうと思

いますので、バス停置いておいて、もし別に邪魔にならないというんでしたら置いておかれて、た

まにはそこから乗られる方がおられたら停まっていいんじゃないかなと。ありじゃないですかね。

だから、その地元の方はどっちかしかできないということであったら、南谷入口のほうがいいんだ

という話になったかもしれませんけど、両方あるよという話になるとちょっと変わるかなと。 

○Ｄ委員 両方あってもいいわね。 

○専門委員 いいんじゃないですか。 

○Ｄ委員 いいんやけど、バス停余りふえるということは、初めのときに余り多いということは言わ

れとるんでね。それがあるから、できるだけという減らしたい思いですけどね。 

○議長 前、バス停が多過ぎたんでね。物すごい時間がかかったんですね、一周ね。 

○Ｄ委員 そうやね。ところが初めてやったりするからね。今やったらもう大体同じぐらいの時間で

ずっと回れると思うので。 

○議長 時間余り変わらへんのやったら、あってもいいような気しますけどね。 

○Ｄ委員 それは３００メートルぐらいにあるところが余計あるさかいにね。 

○議長 これは今決めてほうがいいんですね。 

○Ｄ委員 できたら早いこと決めてほしいんですけど。事業者さんのほうでまた申請してもらわなあ

かんねんね。それでどっちにするかということで。 

○専門委員 新設は早く決めて、そいで農業倉庫前をやめるかどうかはじっくり考えたらどうでしょ

うか。 

○Ｄ委員 休止でおいといても別に差支えはないと思うんですけどね。それはまた区長さんに相談し

ても。 

○専門委員 多分、新設のほうは早くという話なんでしょうね。 

○議長 いかがでしょうか。じゃとりあえず新設をすると、廃止についてはまた利用者の方々の様子

を見て、また乗ってきはるかもしれませんから、実験的にしばらく置いておくというふうなことで

う。 

○Ｈオブザーバー 若干気になるんですけど、警察さんきょう来られてないんですけど、事前にお話

はされてるんですか。 

○事務局 事務局のほうで警察交通課長のほうへ話に行かせてもらってます。 

○Ｈオブザーバー それで問題ない 

○事務局 現地は問題なさそうということで。 

○議長 じゃ、運輸局さんもオーケーということで。じゃ、以上名称変更それから新設について、今

ご議論いただきましたけど、この内容につきましてもご承認ということでよろしいでしょうか。 

 

【地域内フィーダー系統の確保維持計画について】 

○議長 じゃ、最後になりますが地域内フィーダー系統の確保維持計画につきまして、事務局のほう

からご説明よろしくお願いします。 
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○事務局 失礼いたします。最後、協議事項の６番地域内フィーダー系統確保維持計画ということで、

３２ページ以降に資料を載せております。そちらのほう前年度、前々年度に申請をさせていただき

ました国庫補助の申請をするに当たりまして、こちらの計画必要になってきます。こちら内容とい

たしましては、はっぴーバスの運行について上げております。ただ、根日女の湯線を除く各路線、

全部で７つに分けて申請をしておりますけれども、それを対象に補助をいただいておりますので、

今年度もこちら同じく計画を策定して、国庫補助の修正をしたいと考えております。内容につきま

しては、またごらんいただくということで詳細の説明は割愛させていただきます。説明としては以

上とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。過年度もやっている補助の内容、補助を受けていく内容についての

申請を行うと、こういうことですね。ありがとうございます。これにつきまして、ご意見ご質問ご

ざいますでしょうか。よろしいですか。では申請をするということで、ご承認をいただいたという

ことにしたいと思います。ありがとうございます。 

  では、用意されている議題は以上だというふうに思います。全体を通してご意見ご質問等ござい

ますでしょうか。よろしいですか。 

○Ｂオブザーバー ちょっと県からコメントとお願いというのを、ちょっと１点ずつなんですけども。

今回の資料で一番最後のところにコミュニティバスの運行基準、見直し基準のその成果ということ

でつけていただいております。県でもコミバスへの補助ということをさしていただいてますけども、

評価、その運行改善を行うためにそのアセスメント指針というのをつくっておりまして、今年度か

らそのアセスメント指針に基づいて、定期的にその改善の評価をしなければ、今年度からもう補助

はしませんということを要件に追加しております。一言で言うと、ちゃんと見直しして取り組みを

してるところについては補助をするけども、そうじゃないところはしない、逆に言いますと、一生

懸命にやってるところにしっかり補助していこうということで、要件に加えさせていただいてます。

加西市さんのねっぴ～号、はっぴーバスともに設定をされた運行基準を上回っております。これは

スタンプラリーの実施とか、乗り継ぎ割引等々の施策を市であるとか、運行事業者さん、関係者さ

んが一生懸命取り組んだ努力だと考えております。また、地域住民もみずから乗って残すというこ

とを実践された結果として、県としては非常に高く評価してるところです。今後ともより効率的効

果的な運行改善がなされますように、引き続き努力をお願いします。今年度、再編検討調査をやっ

ていかれるということですので、例えば下限の基準だけじゃなくて、例えば上限の目標数値とか、

そんなんも設定されてはいかがかなというふうに考えております。それが１点と、もう１点。北条

鉄道さんの播磨横田駅の話もちょっとありましたが、これまで工場に勤務される方をできるだけ公

共交通に転換しようということで、過去からいろんな取り組みをしていってるんですが、前任者か

らもこの取り組みを引き続き検討とか勉強していきたいということなので、北条鉄道さんや神姫バ

スさんまた加西市さんとも協力して、公共交通の利用促進に取り組みんでいきたいと思っておりま

す。 

 以上、２点です。 

○議長 ありがとうございます。今のことにつきましては特にないでしょうか。 

〔各委員から異論なし〕 

 

【その他】 

○議長 ありがとうございます。じゃ、全体を通してご意見ご質問等ありましたらどうですか。この

資料は貸し切りバスの新たな運賃制度。それともう１つ神姫バスさんの高速バスですね。 
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○Ｊ委員 バス協会でございます。この春からこの４月１日から、貸切バスの新たな運賃料金制度、

これがスタートしております。従来の貸し切りバスの運賃料金制度が４月１日から変わりました。

ということで、主な理由につきましては、この真ん中のところ、ちょっと小さい字で恐縮なんです

けども、平成２４年４月に発生した交通ツアーバス事故云々というところで書いてございますので、

また見ていただけましたらと思うんです。改正点が今まで時間制運賃または距離制運賃、また行き

先別運賃ということで、貸し切りバスの運賃制度があったわけなんですけども、今回時間制運賃と

距離制運賃を合算して計算しますということになります。時間制運賃につきましては、出庫から入

庫までの時間に出庫点検の各時間ずつの合計２時間、出庫前に点検しますんで１時間、帰ってきた

らまた点検しますんで１時間、合計使った時間にプラス前と後ろで２時間が加えられると、それが

時間制の運賃ということで、最低保証として３時間ということで前点検１時間、後点検１時間の合

計５時間というのが最低保証となっております。キロ制運賃と言いますのは、車の総走行キロ、要

するに出庫から入庫までの距離に応じて運賃をいただくというようなことになっております。 

 ちなみに、これは全国各ブロックがございまして、私ども兵庫県は近畿運輸局管内ということで、

近畿ブロックということで、それぞれキロ当たりの運賃が上限額と下限額に決められております。

その上限下限につきましては、上限と下限運賃のその間で収受しなさいというようなことになって

おりまして、ですから今までいろいろ時間制運賃とか距離制運賃ということで、それと別個別個の

体系だったんですけども、それが合算するということになりましたので、これから利用される方々

につきましては、一つご理解をいただきたいということでちょっと雑駁な説明なんですけども、こ

のリーフレットを見ていただきましたらご理解していただけるかなと思いまして、本日持参させて

いただきました。貴重な時間ありがとうございます。 

○議長 どうもありがとうございます。ご覧になられてわからないことがありましたら、中澤さんの

ほうにご質問いただければありがたいというふうに思います。ほかにご意見ご質問ございますか。 

○Ｉ委員 すみません、神姫バスでございます。きょう皆様のお手元に、本日小さな時刻表をお渡し

しております。実は、先ほど２６年度の事業計画の中でも出てきたと思いますけど、公共交通の利

用促進施策の中で、時刻表の作成等というところの中で、事務局のほうから例えば加西から京阪神

方面の乗りかえ云々の、時刻表なんかもつくっていきたいということをお伺いしてるんです。その

中で１つＰＲといいますか、ちょっとＰＲになると思うんですけども、実は私ども岡山県津山から

大阪へ行ってるバスが皆さんよくご存じかと思いますけど、実は京都のほうにも何往復かしており

ます。その４月１日に時刻変更がございまして、朝一番の京都行きが若干早く出るようになりまし

た。１０時までに京都駅に入れるような形に時間変更をしております。また、途中に高速長岡京と

いうバス停ができまして、よくご存じかと思いますけれども、その下には阪急電車の西山天王山と

いうのがございます。 

 実は、今まで加西から京都嵐山ですとか、河原町のほうへ行こうと思いますと、京都駅ＪＲのほ

うまで出られまして、地下鉄乗るなり市バスに乗るなりということなんですけど、どうしても京都

南インターから東寺までの間が渋滞をするというところの中でいきますと、その高速長岡京のバス

停をおりていただきますと、すぐ下が阪急電車の駅になってます。そこから河原町それから嵐山の

ほうへ、あるいはちょっと下がれば高槻市ですね。こちらほとんど１０分から２、３０分の範囲内

で行くことができます。ですので、実際大阪のほうまで出られて京都駅回って、そういうところへ

行かれるというよりも、このバスにお乗りをいただくことによって、おりればすぐに電車があると

いうところでもございますので、ぜひご招致いただいたらなというふうに思っております。ですの

で、今後こういった路線バス、高速のほうですけれども、京阪神のほうにも伸びております。 
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 例えば、大阪空港もなかなか行きにくいというふうなご指摘もいただいてる中、我々も向こうの

地域の方の路線バスという部分もあって、それもご利用を進めております。実は、宝塚インターで

バスを降りていただきますと、阪急バスさんのほうが伊丹空港行きの急行バスというのがございま

す。これもちょっと時間が合ったり合わなかったりというところもあるんですけど、大体大阪方面

朝出るバス、特にアスティア発の朝の早い時間があるんですけど、これにはほとんど１０分ほどで

もう乗りかえができます。ですので、７時前のバスに乗られましても８時過ぎには伊丹空港に入れ

るというふうな形になっておりますし、伊丹空港に夕方お着きになられる場合ですと、こちらアス

ティア到着１０時過ぎになりますけども、大阪駅を８時半に出てるバスが、ちょうど宝塚インター

を通るころにバスが合うというふうな形になっております。また、ウエスト神姫という私どものグ

ループ会社のほうが、山崎から三ノ宮方面を出しております。こちらも北条バス停それから泉バス

停とまっておりますけども、利用いただいております。これに乗りかえていただきますと、そこか

ら１時間で関西国際空港に行けることになっております。もちろんリムジンバスのほうもたくさん

でておりますので、ぜひ以外とこういうところが知られてないということを、市さんのほうからも

お伺いをしておりますので、ぜひそういったわかるリーフレットをつくっていって、市の方々市民

の方々あるいは市外の方々にも、加西というところは非常に行きやすいところというのをアピール

したいと思っております。 

 高速バスにつきましても、実はご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、昔はなかったんです

が通勤定期とか通学定期、大阪方面の定期がございます。三宮も全部定期券、回数券がそろってお

りますので、今、結構神戸の方面、要は下宿しなくてもバスで通えるやんかというところで、下宿

代と定期代と天秤にかけられて、定期代にしていただいてる方もございますので、今後ぜひご利用

いただきたいと思っていますのと、またこういうパンフレットで、市民の方々にわかるような乗り

かえ時刻表ですとか、ほかの会社さんとも含めて、一緒に乗り継ぎの時刻表をつくっていきたいと

思っておりますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

○議長 ありがとうございました。じゃ、ほかにご意見等なければ、以上というふうにさせていただ

きたいと思います。では、事務局のほうから事務連絡等ございましたら、よろしくお願いいたしま

す。 

○事務局 議長、ありがとうございました。そして、６件に及ぶ協議事項の慎重なるご審議本当にあ

りがとうございました。きょうの資料の中で、最後のページの一つ手前に表裏印刷をしているんで

すけれども、去年度におけるコミバスの利用状況、その次の４７ページのほうでははっぴーバスの

利用状況というものを、報告させていただきたいと思いまして、資料として添付しておりますので、

またご確認いただけたらと思います。 

  それでは、その他としまして、次回協議会の開催時期ということで、１２月ごろ予定というふう

に記しておりますが、これは本年度実施予定をしております調査事業であったり、コミバスの再編

案の進行状況によりましては、若干前後することも含んでおるという程度の認識でご理解いただけ

たらと思います。よろしくお願いいたします。 

  それでは、本日の第１７回加西市公共交通活性化協議会、これをもちまして終了させていただき

ます。本日は本当にありがとうございました。 

 

 


